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◆ １年 おおきなかず ２０１０年１月実践

・教示用そろばんを用いて

数唱（１から１００まで），逆唱（１００から１まで）

・１０とびで １０から１００まで

～まず教示用そろばんを用いて一斉に。

次いで児童用そろばんを用いて個々に。

・数を置く。２３，５６，８４など 児童用そろばんを用いて置かせる。

・５とびで数唱 ５から１００まで（教示用そろばんを用いて一斉に。）

・２とびで数唱 ２から３０まで（教示用そろばんを用いて一斉に。）

・３０＋２０の類の計算

・６０－２０の類の計算

・２４＋ ３ の類の計算

・３６－ ４ の類の計算

【百玉そろばんを使ってみて】

数唱をするのに便利であった。リズミカルに玉が当たり、音が鳴るのが良い。そろばんの玉

で数を視覚的にとらえながら数唱をすることは、次の数を思い出すのに無意識の助けとなって

いるようだ。今年度から新しく学習内容に加わった、３０＋２０の類、６０－２０の類、２４

＋ ３ の類、３６－ ４ の類の計算を学習するのにちょうどこの教具が便利であった。２４＋

３をするために、まず２４を百玉そろばんで表すことがよい学習訓練になった。
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◆ １年 いくつといくつ ２０１０年５月実践

・教示用そろばんを用いて

数唱（１から１００まで），逆唱（１００から１まで）

・１０の分解 教示用そろばんを用いて一斉に、次いで児童用そろばんを用いて

めいめいが取り組んだ。

１０は １と ９， １０は ２と ８，……

・１０の合成 教示用そろばんを用いて一斉に、次いで児童用そろばんを用いて

めいめいが取り組んだ。

１と９で１０， ２と８で１０，……

【百玉そろばんを使ってみて】

年度が変わって前回の実践とは別の児童たちである。数の合成・分解には百玉そろばんは効

果的であるだろうと予想できたので使ってみた。その結果従来のブロックを使うよりも、すば

やく操作ができ、また１０種類の分解を一度に系列的に見ることができる利点がある。

「１０は８と？」と聞き、児童が自分のそろばんを動かして、答えを見つける活動をしたが、

操作の理解や反応はとてもよかった。またそろばんの玉を動かすことが楽しい様子であった。

◆ 特別支援教育への実践 ２０１０年６月実践

対象： 第２学年に在籍している児童Ａ

児童の学力： ３＋４は指を使ってでき

るが、６＋８はできない。

１から２０までの数唱や、６＋８の類の

くりあがりのあるたし算の計算に用いた。

【百玉そろばんを使ってみて】

指ではどの指を出したらよいか迷ったり、

出ている指の数を数えるのをまちがえる児

童であるが、そろばんを使うとほとんどま

ちがえずに計算することができる。指より

もシンプルに、また大きな玉を動かして数えることが良いのではないかと思う。

他の児童にも効果的であり、通常の学級と比べて頻繁に使っている。


